
は
じ
め
に

足
利
尊
氏
が
発
願
し
た
一
切
経
は
、
文
和
三
年

(
一
三
五
四)

に
書
写
さ
れ
た
。

写
本
一
切
経
の
歴
史
の
な
か
で
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
成
立
し
た
も
の
は
少
な
い
。

そ
れ
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
ま
で
と
比
較
し
て
と
い
う
意
味
で
、『

大

般
若
波
羅
蜜
多
経』

六
百
巻
や
五
部
大
乗
経
な
ど
比
較
的
大
部
の
経
典
の
書
写
は
見

ら
れ
る
も
の
の
、
一
切
経
の
書
写
は
稀
と
な
る
の
で
あ
る
。
写
経
に
は
、
誤
字
・
脱

字
が
生
じ
る
。
ま
た
日
数
も
要
す
る
。
版
本
が
流
布
さ
れ
る
こ
と
も
一
切
経
が
書
写

さ
れ
な
く
な
る
理
由
の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

足
利
尊
氏
は
、
一
切
経
の
書
写
を
後
醍
醐
天
皇
の
菩
提
を
弔
い
、
元
弘
以
来
の
戦

没
者
の
追
善
、
さ
ら
に
は
、
尊
氏
の
亡
母
十
三
回
忌
供
養
と
い
う
理
由
で
発
願
し
た
。

死
者
の
追
善
の
た
め
に
残
さ
れ
た
者
が
、
生
前
に
記
し
た
死
者
自
筆
の
文
書
を
翻
し

て
写
経
す
る

(

つ
ま
り
文
書
の
裏
に
写
経
す
る
と
い
う
こ
と)

と
い
う
記
事
は
、
暫

し
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
書
写
さ
れ
た
経
典
は
、
消
息
経
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
写

経
と
い
う
側
面
の
み
で
捉
え
る
と
、
足
利
尊
氏
は
そ
れ
を
一
切
経
で
行
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
仏
教
の
す
べ
て
の
経
典
と
い
う
意
味
を
持
つ
五
千
巻
以
上
か
ら
な
る

一
切
経
の
書
写
は
、
戦
没
者
の
追
善
と
い
う
不
特
定
多
数
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
点
に
注
目
す
る
と
、
ま
さ
に
相
応
し
い
仏
教
的
行
為
と
言
え
る
。
南

北
朝
期
に
あ
え
て
一
切
経
の
書
写
が
行
わ
れ
た
の
も
こ
う
し
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
し
て
い
る
写
本
一
切
経
を
実
際
に
調
査
す
る
と
、
料
紙
の
紙
質
は
も
と
よ
り
、

そ
の
寸
法
、
界
線
の
幅
、
一
紙
の
行
数
、
一
行
の
字
数
、
書
写
や
校
正
の
や
り
方
、

一
切
経
そ
の
も
の
の
構
成
に
繋
が
る
底
本
の
問
題
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
一
切

経
で
共
通
し
て
い
る
点
も
あ
り
、
ま
た
、
異
な
る
点
も
見
受
け
ら
れ
る
。
共
通
し
て

い
る
点
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
中
世
全
般
に
亘
り
一
切
経
が
ど
の
よ
う
に
作
成
さ

れ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
際
に
重
要
で
あ
る
が
、
他
方
、
異
な
る
点
は
、
個
別
の
一

切
経
の
個
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
記
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
報
告
は
、
後
者
に

つ
い
て
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
を
題
材
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
、
園
城
寺
に
六
百
巻
弱
が
現
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
機
関
に
も
数
巻
所
蔵
さ
れ

(

１)

、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
も

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
九
と

『

道
行
般
若
波
羅
蜜
経』

巻
第
十
、『

妙
法
蓮
華
経』

巻
第
四

の
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
。
本
報
告
で
は
、
そ
れ
ら
の
装
丁
等
と
他
の
所
蔵
と
な
っ
て

い
る
経
典
の
報
告
と
も
合
わ
せ
て
、
同
一
切
経
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
、
さ
ら
に
は
、
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同
一
切
経
が
南
北
朝
期
に
足
利
尊
氏
が
行
っ
た
一
連
の
仏
教
行
為
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。

一

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
装
丁

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
所
蔵
し
て
い
る
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の

『

大
般
若
波

羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
九
と

『

道
行
般
若
波
羅
蜜
経』

巻
第
十
の
法
量
等
を
実

際
に
実
測
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
両
経
を
通
し
て
同
一
切
経
の
装
丁
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
両
経
典
は
、
と
も
に
楮
紙
で
黄
檗
染
め
の
打
紙
で
あ
る
。
法
量
は
、『

大

般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
九
が
縦
二
七
・
二
セ
ン
チ
、『

道
行
般
若
波
羅

蜜
経』

巻
第
十
が
縦
二
七
・
六
セ
ン
チ
で
、
両
経
の
横
幅
の
寸
法
は
次
の
通
り
で
あ

る

(

法
量
横
寸
法
一
覧
参
照)

。

一
見
し
て
、
両
経
と
も
に
、
各
料
紙
横
幅
の
寸
法
は
、
四
〇
セ
ン
チ
前
後
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る

(

２)

。
こ
れ
ら
の
寸
法
は
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
み
で
は
な
く
、
南

北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
見
ら
れ
る
中
世
の
写
経
料
紙
の
大
き
さ
で
あ
る
。
こ
の
寸
法

が
平
安
時
代
の
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
も
の
だ
と
料
紙
が
大
き
く
な
り
五
〇
セ

ン
チ
を
越
え
る
。
例
え
ば
河
内
長
野
金
剛
寺
一
切
経

(

３)

の
平
安
時
代
後
期
の
書
写
と
考

え
ら
れ
て
い
る

(

４)
『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
九
で
は
、
高
さ
が
二
五
・

五
セ
ン
チ
で
横
が
五
一
・
六
か
ら
五
七
・
二
セ
ン
チ
で
全
十
五
紙

(

５)

か
ら
な
っ
て
い
る
。

同
じ
く
金
剛
寺
一
切
経
中
の

『

道
行
般
若
波
羅
蜜
経』

巻
第
十
は
縦
が
二
四
・
四
セ

ン
チ
で
横
が
五
二
・
六
セ
ン
チ

(

第
二
紙
を
測
定)

で
、
全
十
二
紙
か
ら
な
っ
て
い

る

(

６)

。
ま
た
、
永
久
三
年

(

一
一
一
五)

か
ら
書
写
が
開
始
さ
れ
康
治
二
年

(

一
一
三

八)

に
校
合
が
終
了
し
た
松
尾
社
一
切
経

(

京
都
妙
蓮
寺
所
蔵)

の

『

道
行
般
若
波

羅
蜜
経』

巻
第
十
は
、
縦
が
二
六
・
二
セ
ン
チ
で
横
が
五
七
・
四
セ
ン
チ

(

第
二
紙

を
測
定)

で
、
全
十
四
紙
で
あ
る

(

７)

。
こ
の
よ
う
に
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
料
紙

は
、
平
安
時
代
後
期
の
一
切
経
の
料
紙
よ
り
も
、
一
紙
に
つ
き
約
一
〇
セ
ン
チ
強
小

さ
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
何
故
に
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
料
紙
の
寸
法
に
変
化
が
生
じ

( ) 足利尊氏発願一切経考 (生駒)37

法量横幅寸法一覧

大般若 道行般若
第１紙 33･6 40･7
第２紙 40･2 40･9
第３紙 40･5 40･9
第４紙 40･4 39･3
第５紙 40･2 40･6
第６紙 39･9 41･1
第７紙 40･2 41･1
第８紙 40･1 40･9
第９紙 39･9 40･7
第10紙 40･9 40･8
第11紙 40･4 41･0
第12紙 40･4 38･3
第13紙 40･1 41･0
第14紙 40･0 40･9
第15紙 40･8 41･1
第16紙 40･1 40･5
第17紙 40･0 9･0
第18紙 40･0 27･9
第19紙 39･8 15･1
第20紙 27･1 17･1

＊｢大般若｣ は 『大般若波羅蜜多経』 巻第一

百四十九､ ｢道行般若｣ は 『道行般若波羅

蜜経』 巻第十をそれぞれ意味する｡

『

大
方
等
大
集
月
蔵
経』

巻
第
四

(

妙
�
寺
所
蔵)

奥

『

大
般
涅
槃
経』

(

南
本
涅
槃
経)

巻
第
三
十
一

(

妙
�
寺
所
蔵)

奥
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た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
理
由
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
書
写
の
際
に
用
い
る
底
本
の
装
丁
に
合
わ
せ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
現
在
考
え
て

い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
後
期
の
一
切
経
は
宋
版
系
の
も
の
を
底
本
に
し
て
書
写

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
高
麗
版
系
の
も
の
に
移
行
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

京
都
妙
蓮
寺
に
は
、
高
麗
版
を
模
し
た
五
部
大
乗
経
を
中
心
と
し
た
版
本
が
現
存

し
て
い
る
。
そ
の
な
か
の

『
大
方
等
大
集
月
蔵
経』

巻
第
四
の
奥
に

(

８)
｢

寛
元
二
年
甲

辰
六
月
廿
六
日
奉
読
合
音訓
畢

玄
信

保

(

深
カ)

澄｣

と
い
う
印
記
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
寛

元
二
年

(

一
二
四
四)

以
前
に
作
成
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

｢

甲
寅
歳
大
日
本
國
大
藏
都
監
奉
勅
彫
造｣

と
い
う
刊
記
を
も
つ

『

大
般
涅
槃
経』

(

南
本
涅
槃
経)

巻
第
三
十
一
も
現
存
し
、
こ
の
経
典
に
見
ら
れ
る
刊
記
は
、
高
麗

版
に
あ
る
刊
記
の

｢

高
麗
国｣

と
あ
る
と
こ
ろ
を

｢

大
日
本
国｣

と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
経
典
は
五
行
一
折
の
折
本
装
で
、
計
四
十
一
紙(

た
だ
し
前
欠)

か
ら
な
っ

て
い
る
。
一
紙
の
寸
法
は
縦
が
二
六
・
〇
セ
ン
チ
、
横
幅
が
四
二
・
〇
セ
ン
チ
で
、

一
紙
が
二
十
二
行
と
な
っ
て
い
る
。
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
も
一
紙
に
二
十
二
行
、

お
よ
び
二
十
一
行
半
の
行
数
で
書
写
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(

９)
。

し
か
し
、
高
麗
版
系
の

『

大
般
涅
槃
経』

巻
第
三
十
一
は
、
一
行
の
字
数
が
十
四

字
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
一
行
十
七
字
詰
め
で
書
写
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
が
高
麗
版
で
は
な
く
宋
版
系
の
一
切
経

に
基
づ
き
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
直
接
的
な
理
由
は
不
明

だ
が
、
一
紙
の
寸
法
等
は
、
高
麗
版
系
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

実
際
の
本
文
は
、
宋
版
系
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
外
題
・
内
題
・
尾
題
の
下
に
は
千
字
文
が

付
さ
れ
て
い
る
が
、
千
字
文
が
記
載
さ
れ
た
写
本
の
一
切
経
は
、
版
本
を
底
本
に
し

て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
い
わ
ゆ
る
そ
う
で
は
な
い
平
安
写
経
本
の
一
切
経
な
ど
に

は
、
こ
う
し
た
千
字
文
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
そ
の

こ
と
は
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
表
紙
か
ら
も
窺
え
、
同
一
切
経
の
表
紙
は
、
裏

表
紙
が
左
右
に
延
び
て
、
表
表
紙
の
上
に
左
、
右
と
い
う
順
で
重
な
る
包
表
紙
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
所
蔵
す
る
称
名
寺
の
宋
版
一
切
経
と
同
じ

装
丁
の
表
紙
で
あ
る

(

�)

。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
宋
版
一
切

経
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
す
で
に
石
田
尚
豊
氏
に
よ
り
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
に
宋
版
系

の
東
禅
寺
版
の
刊
記
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
同
一
切
経
の

『

大
智
度
論』

巻
第
十
四
に
は

(

�)

、

福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
伝
法
紫
智
華
沙
門
契
璋
等
謹
募
衆
縁
恭
為

今
上
皇
帝
太
皇
太
后

皇
太
后
祝
延

聖
寿
国
泰
民
安
開
鏤
大

蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函

元
祐
六
年

(

一
〇
九
一)

正
月

日
謹
題

住
北
華
厳
沙
門
方
蘭

謹
発
誠
心

恭
為

先
妣
楊
三
十
二
娘
捨
銭
開

徳
字
函
経
第
四
巻
願
超
生

宝
界

｢

東
福
寺
寓
住
比
丘

智
選
拝
書

比
丘
尼
嫩
昌
校
正｣

(

改
行
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。)
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と
あ
り
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
、
元
豊
三
年

(

一
〇
八
〇)

か
ら
政
和
二
年

(

一
一
一
二)

に
か
け
て
福
州
東
禅
等
覚
院
で
開
版
さ
れ
た
宋
版
一
切
経
の
内
容
を

持
つ
も
の
を
底
本
に
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
石
田
氏
に
よ
れ
ば
、

『

放
光
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
十
一
に
元
版

(

杭
州
版)

の
刊
記
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
�)

。
た
だ
し
、
東
禅
寺
版
の
刊
記
は
、『

大
智
度
論』

巻
第
十

四
の
み
で
は
な
く
、
同
論
の
巻
第
十
九

(

�)

や
、『

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事』

巻

第
三
十
一

(

�)

・
三
十
三
か
ら
三
十
九
に
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
足
利
尊
氏

発
願
一
切
経
の
多
く
は
、
東
禅
寺
版
の
宋
版
一
切
経
系
の
も
の
が
底
本
に
用
い
ら
れ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
と
し
て
現
存
す
る

『

大
般
涅
槃
経』

か

ら
も
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
一
切
経
の
各
経
典
に
は
、
千
字
文
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
に
述
べ
た
が
、『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

(

一
九
五

四
年
刊
行)

の
現
存
経
典
の
記
載
は
、
こ
の
千
字
文
の
順
序
に
し
た
が
っ
た
配
列
と

な
っ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
目
録
の
最
後
が

『
大
般
涅
槃
経』

と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。『

大
般
涅
槃
経』

巻
第
二
の
千
字
文
は

｢
桓

(
	)｣
、
巻
第
十
二
・
十

三
・
十
四
・
十
五
・
十
六
が

｢

公｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、『

大
般
涅

槃
経』

は
こ
れ
ら
の
他
に
も
現
存
し
て
い
る
。
千
字
文

｢

邇｣

と
記
載
さ
れ
た

『

大

般
涅
槃
経』

の
巻
第
二

(


)

・
三
・
四
・
五
・
九
が
同
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
千
字
文

｢

邇｣

の
記
載
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の

『

大
般
涅
槃
経』

が

｢

大
乗
経｣
の

部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
二
箇
所
に
記
載
さ
れ
た

『

大
般

涅
槃
経』

は
、
一
見
重
複
し
て
い
る
よ
う
だ
が

(

と
く
に
巻
第
二)

、
こ
れ
ら
は
い

わ
ゆ
る
重
本
で
は
な
い
。『

大
般
涅
槃
経』

は
、
北
涼
の
曇
無
讖
訳
に
よ
る
四
十
巻

か
ら
成
る
も
の

(

北
本
涅
槃
経)

と
、
劉
宋
の
慧
厳
等
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
三
十
六

巻
か
ら
成
る
も
の

(

南
本
涅
槃
経)

が
知
ら
れ
て
い
る
。
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
で

は
、
千
字
文

｢

邇｣

の
記
載
が
あ
る
も
の
が
北
本
涅
槃
経
で
、
千
字
文

｢

桓｣

・｢

公｣

の
記
載
が
あ
る
も
の
が
南
本
涅
槃
経
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
平
安
時
代
中
・
後
期
に
お
け
る
一
切
経
は
、
唐
徳
宗
貞
元
十
六
年

(

八
〇
〇)

成
立
の
円
照
撰

『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』

巻
第
二
十
九
・
三
十
に
記
載

さ
れ
た
入
蔵
録
に
基
づ
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』

の
入
蔵
録
に
は
、
北
本
涅
槃
経
の
記
載
は
あ
る
も
の
の
南
本
涅
槃
経
の
記
載
は
な
い

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
、
実
際
の
書
写
に
お
い
て
混
乱
を
招
い
た
よ
う
で
、

例
え
ば
、
松
尾
社
一
切
経
な
ど
で
は
、
最
初
に
南
本
涅
槃
経
が
書
写
さ
れ
、
そ
の
後
、

改
め
て
北
本
涅
槃
経
が
書
写
し
直
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
当
時
北
本

涅
槃
経
と
南
本
涅
槃
経
は
と
も
に
偽
経
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
東

禅
寺
版
等
の
一
切
経
で
は
、
最
後
に
南
本
涅
槃
経
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
奥

書
に
寛
喜
二
年

(

一
二
三
〇)

と
い
う
記
載
が
あ
る
高
山
寺
旧
蔵
の

『

唐
本
一
切
経

目
録』

巻
下
に
は
、｢

桓
・
公
・
輔
・
合
／
南
本
大
般
涅
槃
経
一
部
三
十

(

六
脱
カ)

巻｣

と
あ
り

(

)

、
ま
さ
に
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
千
字
文
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
元
版
一
切
経
の
目
録

『

杭
州
路
餘
杭
県
白
雲
宗
南
山
大

普
寧
寺
大
蔵
経
目
録』

に
も
見
ら
れ
る

(

�)

。
し
か
し
、
高
麗
版
系
で
は
、
こ
う
し
た
記

載
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

(

�)

。
高
麗
版
の
再
雕
本
で
は
、
千
字
文

｢

桓｣

に
あ
た
る

経
典
が

『

大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経』

十
巻
・『

大
華
厳
長
者
問
仏
那
羅
延
力
経』

一

巻
・『

般
若
波
羅
蜜
多
心
経』

一
巻
、｢

公｣

が

『

守
護
国
界
主
陀
羅
尼
経』

十
巻
、

｢

匡

(｢

輔｣

で
は
な
い)｣

が

『

大
乗
本
生
心
地
観
経』

八
巻
、｢

合｣

が

『

仏
説
十

力
経』

一
巻
・『

仏
説
輪
経』

一
巻
・『

仏
説
十
地
経』

九
巻
と
な
っ
て
い
る
。
高
麗

版
で
は
南
本
涅
槃
経
の
千
字
文
は

｢

勿｣

・｢

多｣

・｢

士｣

・｢

寔｣

と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

『
大
般
涅
槃
経』

を
例
に
し
て
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
構
成
を
検
討
し
た
が
、

同
一
切
経
の
北
本
涅
槃
経
と
南
本
涅
槃
経
の
配
列
か
ら
も
、
同
一
切
経
は
、
宋
版
に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
た
い
。
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二

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
と
亡
母
十
三
回
忌
供
養

足
利
尊
氏
が
一
切
経
の
書
写
を
発
願
し
た
の
は
、
後
醍
醐
天
皇
お
よ
び
元
弘
の
戦

乱
以
後
の
戦
没
者
追
善
の
た
め
で
も
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
尊
氏
の
亡
母

(

果
證
院

殿)

の
十
三
回
忌
の
た
め
で
も
あ
っ
た
。
青
山
慈
水

(

一
三
〇
二
〜
六
九)

の
語
録

『

仏
観
師
語
録

(

�)』

に
は
、｢
文
和
甲
午
冬
、
伏
値
乃
妣
雪
庭
二
品
大
夫
人
一
十
三
周
忌

辰
、
特
命
天
下
禅
律
教
僧
、
書
写
毘
廬
大
蔵
尊
経
五
千
余
巻
、
孟
春
開
筆
、
臘
月
畢

功｣

と
あ
り
、
文
和
三
年

(

一
三
五
四)

の
正
月
よ
り
書
写
を
開
始
し
、
十
二
月
に

終
了
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
乾
峯
士
曇

(

一
二
八
五
〜
一
三
六
一)

の

『

広

智
国
師
語
録

(

�)』

や

『

源
威
集

(

�)』

等
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
亡
母
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
と
い
う
一
切
経
書
写
の
理
由
は
、
足
利
尊

氏
が
最
初
で
は
な
い
。
島
谷
弘
幸
氏

(

�)

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『

吾

妻
鏡』

嘉
禎
四
年

(

一
二
三
八)

七
月
十
一
日
条

(

�)

に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

七
月
十
一
日
、
甲
申
、
左
京
兆
密
々
参
園
城
寺
給
、
去
年
当
于
禅
定
二
位
家
一

十
三
年
御
忌
景
、
為
奉
報
彼
恩
徳
、
於
鎌
倉
所
被
終
書
功
之
一
切
経
五
千
余
巻
、

今
日
又
迎
件
御
月
忌
、
依
被
奉
納
于
唐
院
霊
場
也
、
当
寺
者
、
聖
霊
之
御
帰
依
、

施
主
御
渇
仰
異
他
所
云
々
、
毎
経
巻
之
奥
、
令
加
左
京
兆
署
判
給
云
々
、

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
北
条
泰
時
は
、
北
条
政
子
の
十
三
回
忌
に
あ
た
っ
て
、
一
切

経
を
書
写
さ
せ
、
泰
時
自
身
が
各
巻
の
外
題
と
奥
書
を
書
し
て
、
園
城
寺
の
唐
院
に

奉
納
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
尊
氏
の
亡
母
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
の
一
切
経
書

写
は
、
こ
の
政
子
の
十
三
回
忌
供
養
の
故
実
に
準
え
ら
れ
る
。『

源
威
集』

で
は
、

等
持
院
で
供
養
が
行
わ
れ
た
当
日
、
園
城
寺
の
法
師
百
余
人
が
現
れ
、
こ
れ
ら
一
切

経
を
園
城
寺
に
安
置
す
る
よ
う
懇
願
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

｢

園

城
寺
濫
觴
奇
瑞
千
万
多
之
、
殊
源
家
旧
好
条
々
載
之
、｣

と
述
べ
、
鎌
倉
将
軍
家
と

の
縁
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
建
武
三
年

(

一
三
三
六)

正
月
十
六
日
に
園
城
寺

が
炎
上
し
て
仏
像
・
経
巻
が
灰
燼
に
帰
し
て
悲
涙
し
て
い
た
と
こ
ろ

｢

武
将
御
願
一

切
経
既
遂
供
養
、
被
成
仏
事
上
、
預
置
当
寺
、
天
下
大

(

泰)

平
・
武
家
安
穏
、
於
祈
請
所

申
請
ト
云
々｣

と
、
尊
氏
発
願
の
一
切
経
は
供
養
を
遂
げ
ら
れ
た
の
で
、
園
城
寺
に

預
け
置
く
よ
う
に
と
主
張
し
、
こ
れ
は
、｢

利
運
ノ
為
強
訴

(

�)｣

で
あ
る
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

等
持
院
で
供
養
さ
れ
た
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
、
そ
の
翌
日
、
園
城
寺
に
納
め

ら
れ
た
。
尊
通
が
文
明
十
五
年

(

一
四
八
三)

に
撰
述
し
た

『

三
井
続
灯
記

(

�)』

に
は
、

そ
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
、
唐
院
一
切
経
事

大
師
将
来
真
本
炎
上
之
後
、
泰
時
朝
臣
自
書
外
題
、
毎
巻
加
奥
書
、
其
詞
云
、

維
嘉
禎
四
年
、
於
相
州
鎌
倉
、
相
当
二
品
先
君
聖
十
三
年
、
書
写
一
切
経
律
論

五
千
余
巻
、
奉
訪
彼
菩
提
、
願
早
払
五
障
之
雲
、
顕
三
明
之
月
、
為
報
宿
志
、

異
他
致
莫
太
焉
云
云
、
此
本
文
保
回
禄
畢
、
依
之
元
弘
之
比
、
為
関
東
沙
汰
、

被
渡
宋
本
之
処
、
先
朝
被
召
留
畢
、
奚
等
持
院
賜
左
大
臣
〈
尊
氏
〉、
又
寄
附

于
当
寺
其
状
云
、

大
蔵
経
全
部
〈
五
百
四
十
八
函
在
目
録
〉、
任
嘉
禎
之
先
蹤
、
奉
納
于
園
城

寺
、
毎
年
之
転
読
、
不
可
有
退
転
之
由
、
可
被
伝
仰
満
寺
候
也
、
恐
々
謹
言
、

十

(

文
和
三)

二
月
廿
三
日

尊
氏
御
判

霊
鷲
院
僧
正
御
房

こ
の
記
事
は
、
尊
氏
の
一
切
経
書
写
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
検
討
す
る
際
、
極
め
て

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
真
本
が
炎
上
し
た
後
、
北
条
泰
時
が

嘉
禎
四
年

(

一
二
三
八)

に
北
条
政
子
の
十
三
回
忌
供
養
で
書
写
し
た
一
切
経
を
奉

納
し
た
。
し
か
し
、
泰
時
の
一
切
経
も
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
元
弘
の
頃
、
関

東
の
沙
汰
と
し
て
一
切
経
を
補
充
し
た
が
、
そ
れ
も
、
後
醍
醐
天
皇
に
召
し
留
め
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
尊
氏
が
園
城
寺
に
一
切
経
を
寄
進
し
た
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
寄
進
状(

園
城
寺
学
僧
房
仙
〈
一
二
八
九
〜
一
三
六
四
〉
宛)

も
収
録
さ
れ
て
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い
る
。

尊
氏
の
寄
進
状
か
ら
は
、｢

任
嘉
禎
之
先
蹤｣

と
あ
り
、
北
条
泰
時
の
一
切
経
を

先
例
に
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
同
一
切
経
が
焼
失
し
た
後
補
充
さ
れ
た

一
切
経
は
宋
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
足
利
尊
氏

発
願
一
切
経
の
底
本
に
は
宋
版
が
用
い
ら
れ
た
理
由
を
窺
わ
せ
る
。

ま
た
、
こ
の
記
事
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
鎌
倉
幕
府
が
行
っ
て
き
た
仏
事
に
対
し
、

そ
れ
を
破
壊
す
る
後
醍
醐
天
皇
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
復
興
し
よ
う
と
す
る
足
利
尊
氏

の
姿
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

細
川
重
男
氏
の
指
摘

(

	)

に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
・
南
北
朝
期
に
は
、
北
条
義
時
が
源
頼
朝

と
並
ぶ
存
在
と
し
て
評
価
さ
れ
、
そ
れ
は
、
義
時
が
承
久
の
乱
の
勝
利
者
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
細
川
氏
は
、
幾
つ
か
の
史
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
な

か
の
一
つ
に

『

日
蓮
遺
文

(


)』

を
引
い
て
、
頼
朝
は
源
平
の
合
戦
、
義
時
は
承
久
の
乱

で
そ
れ
ぞ
れ
帝
王
を
倒
し
天
下
を
手
に
し
た
と
日
蓮
が
評
価
し
て
い
る
と
さ
れ
、
た

だ
義
時
の
統
治
は
、
統
治
者
と
し
て
の
徳
を
備
え
、
し
か
も
、
鎌
倉
将
軍
の

｢

御
後

見｣

と
し
て
の
支
配
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
義
時
の
直
系
で
あ
る
得
宗
も

あ
く
ま
で

｢

御
後
見｣

で
あ
る
が
故
に
支
配
の
正
統
性
を
得
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ

う
し
た
得
宗
権
力
の
理
論
を
後
醍
醐
天
皇
は
否
定
し

(

�)

、
足
利
氏
は
、｢
近
以
義
時
・

泰
時
父
子
之
行
状
、
為
近
代
之
師

(

�)｣

と
し
て
受
け
入
れ
鎌
倉
幕
府
の
復
興
を
目
指
し

た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

足
利
尊
氏
が
発
願
し
た
一
切
経
を
通
し
た
園
城
寺
を
め
ぐ
る
後
醍
醐
天
皇
の
行
為

の
記
載
や
北
条
泰
時
が
行
っ
た
一
切
経
書
写
と
奉
納
と
い
う
先
例
の
踏
襲
な
ど
も
こ

う
し
た
思
想
を
念
頭
に
置
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
細
川
氏
も
指
摘
し
て
い

る
と
お
り
、
足
利
氏
は
自
身
が
将
軍
に
な
る
こ
と
に
よ
り
直
に
得
宗
権
力
の
理
論
は

引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
尊
氏
の
一
連
の
行
為
か
ら
は
、
北
条

泰
時
を

｢

為
近
代
之
師｣

と
捉
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
尊
氏
の
願
文
に
も

｢

征
夷
大
将
軍
正
二
位
源
朝
臣

｢

尊
氏

(

自
署)｣

謹
誌｣

と
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
征
夷
大
将
軍
と
し
て
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
園
城
寺
と
い
う
寺
院
の
性
格
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『

古
簡
雑
纂』

一
所
収

(

)

の
文
保
三
年

(

一
三
一
九)

カ

｢

近
江
園
城
寺
学
頭
宿
老
等

申
状｣

に
は
、｢

望
以
平
相
国
之
衰
微
、
祈
以
源
将
軍
之
繁
昌｣

と
あ
り
、
園
城
寺

は
、
平
清
盛
の
衰
微
を
望
み
、
源
頼
朝
の
繁
昌
を
祈
っ
た
寺
院
で
あ
る
と
す
る
。
ま

た
、｢

承
久
兵
乱
之
時
、
諸
寺
諸
山
悉
参
京
方
、
雖
奉
敵
于
関
東
、
園
城
寺
独
依
存

旧
好｣

と
あ
り
、
承
久
の
乱
の
時
は
、
園
城
寺
は
他
寺
が
京
方
に
味
方
す
る
な
か
で

た
だ
一
寺
、
関
東
と
旧
好
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
は
、｢

唐
院
霊
場
者
、
被

納
右
大
将
家
御
鬢
髪
之
上
、
武
州
禅
儀
奉
為

二
位
家
御
菩
提
、
一
切
経
論
五
千
余

巻
、
毎
巻
軸
加
署
判
、
被
納
経
蔵
畢｣

と
あ
り
、
北
条
政
子
の
み
な
ら
ず
、
源
頼
朝

以
下
三
代
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
尊
氏
の
一
切
経
奉
納
は
、
源

頼
朝
の
事
跡
の
追
随
と
い
う
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
園
城
寺
は
、
敵
対
し
た
戦
没
者
の
菩
提
を
弔
う
寺
院
で
も
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
尊
氏
発
願
一
切
経
の
供
養
の
目
的
は
、
後
醍
醐
天
皇
と
元
弘
の

戦
乱
以
来
の
戦
没
者
追
善
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
園
城
寺
は
同
一
切
経
を
奉
納
す
る

に
相
応
し
い
寺
院
で
は
あ
っ
た
。

三

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
と
後
醍
醐
天
皇
の
追
善

合
計
五
千
巻
以
上
か
ら
な
る
写
本
一
切
経
の
書
写
は
、
帙
を
基
準
に
し
て
書
写
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
帙
に
収
納
さ
れ
て
い
る
経
典
は
、
一
人
で
書
写
す
る
場
合
が

多
い
。
例
え
ば
、
松
尾
社
一
切
経
で
も
一
帙
分
の
経
典
は
一
人
で
書
写
し
て
い
る

(

�)

。

ま
た
、
七
寺
一
切
経
の

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

唐
櫃
内
蓋
の
朱
漆
書
の
置
文
に
は
、

｢

一
�(
帙)
一
筆
者
願
主
起
請
也｣

と
あ
り

(

�)

、
実
際
に
も
同
じ
帙
に
配
分
さ
れ
た

経
典
の
書
写
は
、
概
ね
一
人
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
尊
寺

一
切
経

(

藤
原
清
衡
経)

に
も
見
ら
れ

(

�)

、『

大
方
広
仏
華
厳
経』

巻
第
十

(

六
十
華

厳)

の
奥
書
に
は
、｢
始
自
永
久
五
年
丁
酉
二
月
十
五
日
癸
酉
至
干
同
年
四
月
十
五
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日
一
帙｣

と
あ
り
、
永
昭
な
る
僧
が
、
永
久
五
年

(

一
一
一
七)

二
月
十
五
日
か
ら

同
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
二
ヶ
月
間
に
、『

大
方
広
仏
華
厳
経』

巻
第
一
か
ら
巻
第

十
の
一
帙
を
書
写
し
た
と
あ
る
。
こ
の
書
写
奥
書
か
ら
は
、
書
写
が
帙
を
単
位
に
し

て
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
さ
ら
に
は
、
河
内
長
野
金
剛
寺
一
切
経

(

�)

に
も

『

大

般
若
波
羅
蜜
多
経』
巻
第
四
百
の
奥
書
に｢

承
暦
三
年

(

一
〇
七
九)

歳
時

己
未
八
月
四
日
己亥
書
写
始
、

同
年
十
月
廿
六
日
辛酉
一
帙
書
写
已
畢
、｣

や
同
経
巻
五
百
六
十
の
奥
書
に

｢

承
徳
二
年

(

一
〇
九
八)

七
月
十
七
日

此
帙
書
写
已
了｣

等
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。
同
一
切
経
の
書

写
は
、
帙
を
基
準
に
し
て
人

(

僧)

で
は
な
く
各
寺
院
に
分
担
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
同
一
切
経
の

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
十
一
か
ら
一
百
二
十
ま
で
の
千

字
文

｢

呉｣

に
あ
た
る
帙
に
収
納
さ
れ
た
巻
は
、
天
龍
寺
で
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る

(

�)

。
ま
た
、
同
経
の
巻
第
四
百
五
十
一
か
ら
四
百
六
十
ま
で
の
千
字

文

｢

出｣

に
あ
た
る
帙
に
収
納
さ
れ
た
巻
は
、
泉
涌
寺
に
お
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る

(

�)

。
し
か
し
、
例
え
ば
巻
第
一
百
十
一
が
比
丘
知
汕
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
、

巻
第
一
百
十
二
が
比
丘
周
続
に
書
写
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
同
じ
帙
内
の
経
典
の

書
写
に
複
数
の
人
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
一
帙
分
を
一
筆
で
は
書
写
さ
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
切
経
の
書
写
の
方
法
は
、
他
に
は
見
ら
れ
ず
、

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
特
徴
と
い
え
る
。

そ
れ
で
は
、
実
際
の
書
写
に
参
加
し
た
寺
院
を
見
る
と
ま
ず
次
の
よ
う
で
あ
る
。

園
城
寺
・
大
覚
寺
・
興
福
寺
・
東
大
寺
戒
壇
院

(

律
に
含
め
た
方
が
良
い
か)

・
鹿

山
寺

(

興
福
寺
末)

・
山
階
寺

(

南
都)

・
四
恩
院

(

南
都)

・
神
護
寺
・
高
山
寺
・

実
乗
院
の
京
・
南
都
の
諸
大
寺
で
あ
る
。
石
田
・
島
谷
両
氏

(

�)

は
、
こ
れ
ら
の
な
か
に

比
叡
山
延
暦
寺
の
名
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
が
、
実
乗
院
は
岡
崎
門
跡

の
門
跡
寺
院
で
あ
る
の
で

(

�)

、
天
台
宗
は
園
城
寺
の
み
で
は
な
く
、
比
叡
山
系
の
寺
院

も
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
は
、
鎌
倉
と
京
都
の
禅
宗
と
律
宗
の
寺
院
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
禅
宗
寺

院
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

天
龍
寺
・
臨
川
寺
・
建
仁
寺
・
東
福
寺
・
真
如
寺
・
安
国
寺
・
万
寿
寺
・
等
持

寺
・
広
覚
寺
・
花
開
院

(

広
覚
寺
塔
頭)

・
南
禅
寺
・
法
観
寺
・
普
門
寺
・
西

禅
寺
・
大
徳
寺
・
長
福
寺
・
建
長
寺
・
円
覚
寺
・
寿
福
寺
・
浄
智
寺
・
浄
妙
寺
・

長
勝
寺
・
宝
興
寺
・
延
福
寺
・
大
休
寺
・
宝
樹
寺
・
興
聖
寺
・
慈
恩
寺
・
承
元

寺
・
楞
厳
寺
・
崇
寿
寺

律
宗
寺
院
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(

�)

。

泉
涌
寺
・
東
北
院
・
速
成
就
院
・
法
金
剛
院
・
金
台
院
・
悲
田
院
・
法
勝
寺
・

桂
宮
院
・
大
光
明
寺
・
永
円
寺
・
遍
照
心
院
・
極
楽
寺
・
浄
光
明
寺
・
常
福
寺
・

理
智
光
寺
・
覚
園
寺

禅
宗
の
寺
院
の
方
が
多
い
が
、
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
書
写
は
、
禅
宗
と
律
宗
の

寺
院
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
初
期
の
足
利
政
権
が

重
視
し
た
禅
・
律
寺
院
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
繰
り
返
し
述
べ
る
が
、
足
利
尊
氏
が
一
切
経
書
写
を
発
願
し
た
の
は
、
後

醍
醐
天
皇
お
よ
び
元
弘
以
来
の
戦
没
者
追
善
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
願
意
は
何
も
こ

れ
ら
一
切
経
の
願
文
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
天
龍
寺
は
後
醍

醐
天
皇
の
菩
提
を
弔
う
た
め
と
い
う
理
由
で
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
あ
る
。
全
国
に
建

立
さ
れ
た
安
国
寺
・
利
生
塔
も

｢

普
為
元
弘
以
来
戦
死
傷
亡
一
切
魂
儀

(

�)｣

と
い
う
理

由
で
建
立
さ
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国
の
安
国
寺
は
禅
宗
と
律
宗
の

寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
松
尾
剛
次
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

	)

。
禅
宗
と
律
宗
が

携
わ
る
と
い
う
点
で
、
同
一
切
経
と
安
国
寺
・
利
生
塔
と
は
、
共
通
点
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
足
利
尊
氏
発
願
経
は
、
尊
氏
の
亡
母
十
三
回
忌
供
養
の

た
め
と
い
う
側
面
を
持
つ
が
、
や
は
り
足
利
尊
氏
の
一
連
の
宗
教
活
動

(

政
策)

と

関
連
付
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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足
利
尊
氏
の
宗
教
活
動
は
、
先
に
触
れ
た
が
源
頼
朝
の
事
跡
を
踏
襲
し
、
自
身
を

頼
朝
に
準
え
て
い
た
面
が
あ
る
。
西
山
美
香
氏
の
指
摘
に
よ
る
と

(


)

、
聖
徳
太
子
―
源

頼
朝
―
足
利
尊
氏

(

直
義
も
含
む
場
合
も
あ
る)

と
い
う
系
譜
を
意
識
し
て
い
た
と

い
う
。
確
か
に
尊
氏
は
、
聖
徳
太
子
建
立
で
源
頼
朝
再
興
と
い
う
由
緒
を
持
つ
法
観

寺
を
再
興
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
観
寺
は
、
尊
氏
発
願
一
切
経
の
書
写
を
担
当
し
た

寺
院
と
し
て
も
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
暦
応
元
年

(

一
三
三
八)

十
月
一
日

付
、
清
拙
正
澄
撰
文
の

『
山
城
州
東
山
法
観
禅
寺
仏
舎
利
塔
記

(

�)』

に
は
、｢

建
久
三

年
壬
子
、
寺
主
阿
証
上
人
、
謁
関
左
右
大
将
軍
頼
朝
重
造
、
剪
鬢
髪
以
安
塔
下
、
落

成
之
日
、
建
大
仏
事
以
慶
之
、
復
観
己
酉
塔
成
時
気
象
也
、
右
大
将
軍
其
太
子
再
来

歟
、｣

と
あ
り
、
法
観
寺
仏
舎
利
塔
の
建
立
を
東
大
寺
大
仏
の
復
興
と
関
連
さ
せ
、

さ
ら
に
源
頼
朝
を
聖
徳
太
子
の
再
来
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
記
は
、｢

暦
応
元
年

戌
寅
九
月
、
右
大
将
軍
之
宗
裔
、
正
二
品
、
大
納
言
、
征
夷
大
将
軍
尊
氏
、
左
兵
衛

督
直
義
、
同
務
以
金
湯
仏
法
為
心
、
観
茲
霊
塔
源
由
、
奉
加
仏
舎
利
二
顆
、
施
播
磨

国
印
南
一
荘
、
永
為
供
僧
香
灯
之
計
、
良
哉
其
意
遠
矣
、｣
と
し
、
足
利
尊
氏
を

｢

右
大
将
軍
之
宗
裔｣

と
位
置
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
南
北
朝
動
乱
期
に
お
け
る

尊
氏
の
仏
教
的
作
善
を
頼
朝
の
東
大
寺
大
仏
の
復
興
に
準
え
、
ひ
い
て
は
、
太
子
に

よ
る
仏
法
弘
通
の
再
現
と
い
う
意
味
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

(
�)

。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
再
度
、
尊
氏
発
願
一
切
経
の
園
城
寺
奉
納
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
、
法
観
寺
の
記
録
で
源
頼
朝
が

｢

剪
鬢
髪
以
安
塔
下｣

し
た
と
記
載

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
園
城
寺
に
つ
い
て
も

｢

唐
院
霊
場
者
、
被
納
右
大
将
家
御
鬢

髪
之
上｣

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
源
頼
朝
の
再
来
で
あ
る
と
す

る
尊
氏
に
と
っ
て
園
城
寺
と
の
関
わ
り
は
、
頼
朝
の
事
跡
の
追
随
と
い
う
意
味
合
い

が
強
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
園
城
寺
も
ま
た
、
源
平
の
合
戦
を
語
る
な

か
で
頼
朝
を
聖
徳
太
子
に
、
平
清
盛
を
物
部
守
屋
に
準
え
語
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

そ
れ
は
、
聖
徳
太
子
―
源
頼
朝
―
足
利
尊
氏
と
い
う
法
観
寺
の
記
録
と
同
じ
系
譜
を

示
す
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
尊
氏
は
、
将
軍
と
し
て
鎌
倉
幕
府
そ
の
も
の
を
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
あ
る
べ
き
姿
に
戻
す
と
い
う
姿
勢
で
あ
っ
た
と
、
細
川
氏
が
指
摘
し
て
い

る
。
確
か
に
、
鎌
倉
幕
府
を
否
定
す
る
と
、
尊
氏
は
征
夷
大
将
軍
と
し
て
の
立
場
を

失
う
こ
と
に
な
る
。
尊
氏
は
北
条
時
頼
・
泰
時
を
手
本
と
す
べ
き
と
語
っ
て
い
る
が
、

北
条
泰
時
に
よ
る
北
条
政
子
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
の
一
切
経
書
写
の
先
例
を
模
倣

す
る
と
い
う
尊
氏
の
行
為
は
、
そ
う
し
た
意
思
が
表
出
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

お
わ
り
に

現
存
し
て
い
る
写
本
一
切
経
の
装
丁
や
書
写
の
底
本
、
書
写
の
仕
方
な
ど
を
比
較

す
る
と
、
共
通
し
て
い
る
点
と
異
な
っ
て
い
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
異
な
っ

て
い
る
点
が
、
各
一
切
経
の
個
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
で

は
、
折
本
装
で
包
表
紙
と
い
う
装
丁
、
宋
版
系
の
版
本
を
底
本
に
し
た
書
写
、
さ
ら

に
は
、
帙
を
基
準
に
し
た
各
寺
院
へ
の
書
写
の
割
当
て
や
、
割
当
て
ら
れ
た
寺
院
が

禅
宗
と
律
宗
の
寺
院
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
い
え
る
。

足
利
尊
氏
の
宗
教
活
動
は
、
自
ら
を
源
頼
朝
に
準
え
て
い
る
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
源
頼
朝
が
聖
徳
太
子
の
再
来
と
称
さ
れ
る
こ
と
で
、
聖
徳
太
子
―
源

頼
朝
と
い
う
系
譜
に
尊
氏
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
源
平
の
合
戦
の
際
に

焼
失
し
た
源
頼
朝
に
よ
る
東
大
寺
の
復
興
は
、
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋
と
の
争
い
の

な
か
で
仏
法
を
弘
通
し
て
く
伝
承
の
再
現
と
さ
れ
、
後
醍
醐
天
皇
の
追
善
も
そ
う
し

た
仏
法
弘
通
の
再
現
と
い
う
な
か
で
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
尊
氏
の
一
切

経
書
写
は
尊
氏
亡
母
の
十
三
回
忌
供
養
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、

北
条
泰
時
の
北
条
政
子
十
三
回
忌
供
養
を
先
例
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
園
城
寺
に

奉
納
さ
れ
た
泰
時
発
願
の
一
切
経
は
焼
失
し
て
し
ま
う
が
、
後
に
補
充
さ
れ
た
一
切

経
も
い
わ
ゆ
る

｢
宋
本｣

で
あ
っ
た
。
尊
氏
発
願
一
切
経
が
宋
版
系
の
一
切
経
を
底

本
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
先
例
の
再
現
、
ま
た
は
、
先
例
重
視
の
表
れ
と
捉
え
る
こ
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と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
よ
う
に
足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
は
、
鎌
倉
時
代
の
先
例
を
重
視
し
て
書
写

さ
れ
た
が
、
同
一
切
経
も
後
世
に
直
接
的
で
は
な
い
に
し
ろ
影
響
を
与
え
る
と
考
え

て
い
る
。
特
に
そ
れ
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
天
台
宗
の
天
海
僧
正

(

慈
眼
大
師
、
一

五
三
六
〜
一
六
四
三)
が
発
願
し
、
三
代
将
軍
徳
川
家
光
を
大
檀
越
と
し
て
、
徳
川

家
康
の
三
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
開
版
さ
れ
た
天
海
版
一
切
経
で
あ
る
。
天
海
版
一

切
経
は
、
宋
版

(

思
溪
版
を
中
心
に
し
て

(

�))

を
底
本
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

別
稿
で
ま
た
論
じ
た
い
。

[

註]

(

１)

足
利
尊
氏
発
願
一
切
経
の
他
機
関
の
所
蔵
に
つ
い
て
は
、
島
谷
弘
幸

｢

足
利
尊
氏

願
経｣

(

同
氏
著

『

古
筆
学
拾
穂
抄』

｢

二
、
古
筆
と
写
経｣

《
木
耳
社
、
一
九
九
七
年

五
月
》
所
収
。
旧
稿
は

『

古
筆
学
叢
林』

第
二
号
〈
八
木
書
店
、
一
九
八
九
年
一
二

月
〉
所
収)

参
照
。

(

２)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の

『

道
行
般
若
波
羅
蜜
経』
巻
第
十
で
は
、
第
十
七

紙
が
九
・
〇
セ
ン
チ
、
第
十
八
紙
が
二
七
・
九
セ
ン
チ
、
第
十
九
紙
が
一
五
・
一
セ

ン
チ
、
第
二
十
紙
が
一
七
・
一
セ
ン
チ
と
な
っ
て
お
り
、
短
い
料
紙
を
繋
ぎ
合
わ
せ

た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
典
は
他
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
が
註
１
前
掲
の

島
谷
氏
論
考
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
概
ね
足
利
尊
氏
発
願
経
は
、
一
紙
の
横
の
寸

法
は
、
四
〇
セ
ン
チ
前
後
と
い
え
る
。

(

３)

研
究
代
表
者
落
合
俊
典

『

金
剛
寺
一
切
経
の
基
礎
的
研
究
と
新
出
仏
典
の
研
究』

(

平
成
十
二
〜
十
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
金
基
盤
研
究

(

Ａ)
(

１)

研
究
成
果
報

告
書
、
課
題
番
号
一
二
三
〇
一
〇
〇
一
、
二
〇
〇
四
年
三
月)

参
照
。

(

４)

同
経
典
の
奥
書
に
は
年
月
日
の
記
載
は
な
い
が
、
同
じ
時
期
に
書
写
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
九
十
三
の
奥
書
に
は
、｢

仁
平
三
年

(

一
一
五
二)

四
月
廿

日
写
畢｣

、『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
六
奥
書
に
は

｢

仁
平
四
年
甲戌
五

月
十
九
日｣

と
あ
る
。
な
お
、
金
剛
寺
一
切
経
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
註
３
前
掲
書

｢

金
剛
寺
一
切
経
奥
書
一
覧｣

参
照
。

(

５)

註
３
前
掲
書
所
収
の

｢

金
剛
寺
一
切
経
目
録

(

暫
定
版)｣

の

｢

金
剛
寺
一
切
経

(

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
甲
本)｣

参
照
。
な
お
、『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四

十
九
の
各
料
紙
横
の
寸
法
は
、
第
一
紙
五
三
・
九
セ
ン
チ
、
第
二
紙
五
一
・
六
セ
ン

チ
、
第
三
紙
五
七
・
二
セ
ン
チ
、
第
四
紙
五
七
・
二
セ
ン
チ
、
第
五
紙
五
六
・
八
セ

ン
チ
、
第
六
紙
五
六
・
九
セ
ン
チ
、
第
七
紙
五
七
・
〇
セ
ン
チ
、
第
八
紙
五
六
・
九

セ
ン
チ
、
第
九
紙
五
六
・
九
セ
ン
チ
、
第
十
紙
五
六
・
八
セ
ン
チ
、
第
十
一
紙
五
六
・

八
セ
ン
チ
、
第
十
二
紙
五
六
・
六
セ
ン
チ
、
第
十
三
紙
五
七
・
〇
セ
ン
チ
、
第
十
四

紙
五
六
・
八
セ
ン
チ
、
第
十
五
紙
九
・
三
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

(

６)

註
３
前
掲
書
所
収
の

｢

金
剛
寺
一
切
経
目
録

(

暫
定
版)｣

の

｢

金
剛
寺
一
切
経
目

録

(

大
般
若
波
羅
蜜
多
経
以
外)｣

参
照
。

(

７)

本
門
法
華
宗
大
本
山
妙
蓮
寺
監
修
・
中
尾
堯
編

『

京
都
妙
蓮
寺
蔵

｢

松
尾
社
一
切

経｣

調
査
報
告
書』

(

大
塚
巧
藝
社
、
一
九
九
七
年
二
月)

所
収
の

｢『

松
尾
社
一
切

経』

採
寸
一
覧
表｣

参
照
。

(

８)

京
都
妙
蓮
寺
所
蔵
。
一
九
九
九
年
二
月
二
十
七
日
に
行
っ
た
現
地
調
査
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
経
典
の
調
書
を
採
っ
た
。
な
お
、『

大
般
涅
槃
経』

巻
第
三
十
一
は
版
本
で

あ
る
が
、
途
中
で
欠
損
部
分
を
新
た
に
書
写
し
て
継
い
で
い
る
。
な
お
、
同
経
に
は

｢

寛
元
二
年

(

一
二
四
四)｣

と
あ
る
が
、
高
麗
版
の
再
雕
本
は
高
宗
の
二
十
三
年

(

一
二
三
六)

か
ら
同
三
十
八
年

(

一
二
五
一)

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
。
す
る
と
、

刊
記
に
見
ら
れ
る

｢

甲
寅
歳｣

と
は
、
寛
元
二
年
よ
り
前
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
同

経
は
、
再
雕
本
刊
行
よ
り
前
の
経
典
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
検
討
を
要
す
る
。

(

９)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
の

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
四
十
九
は
、

一
紙
に
二
十
一
行
半
か
ら
二
十
二
行
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
経
典
の
第

一
紙
は
十
三
行
で
、
第
一
紙
の
右
側
五
行
分
が
本
経
典
の
見
返
し
に
あ
て
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
経
典
の
最
終
紙
は
十
四
行
半
で
あ
る
。
さ
ら
に

『

道
行
般
若
波
羅
蜜

経』

巻
第
十
は
一
紙
に
二
十
一
行
半
で
書
写
さ
れ
て
い
る
。

(

10)
頼
富
本
宏
・
赤
尾
栄
慶
著

『

写
経
の
鑑
賞
基
礎
知
識』

(

至
文
堂
、
一
九
九
四
年
一

〇
月)
参
照
。

(

11)

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
特
別
展
図
録

『

写
経
と
摺
経』

(

一
九
九
五
年
九
月)

、

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
重
要
文
化
財
記
念
特
別
図
録

『

唐
物
と
宋
版
一
切
経』

(

一
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九
九
八
年
一
〇
月)

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

(

12)
石
田
尚
豊

｢

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
概
説｣

(『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一

切
経
目
録』

《
福
家
俊
明
〈
園
城
寺
事
務
所
〉
発
行
、
一
九
五
四
年
九
月
》)

参
照
。

な
お
、
註
１
前
掲
書
島
谷
氏
論
考
で
も
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

(

13)

註
12
前
掲
目
録
参
照
。
ま
た
、
京
都
仏
教
各
宗
学
校
連
合
会
編

『

足
利
尊
氏
寄
進

願
経
現
存
目
録』

(
一
九
三
四
年)

参
考
。

(

14)

註
12
前
掲
石
田
氏
論
考
参
照
。
ま
た

『

放
光
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
十
一

(『

三

井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

所
収
。
№
一
四
三)

の
奥
書
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

大
蔵
経
局
伏
承

崇
徳
県
永
新
郷
念
柴
都
�
朱
寂
照
庵
住
持
比
丘

道
枢

謹
施
浄
財
刊
開
大
蔵
経
板
壱
巻
功
徳
祝
扶

壬
申
本
命
逮
生
星
天
照
臨
乾
象
所
祈
身
位
安
泰
寿
等
延
洪
者

至
元
十
八
年

(

一
二
八
一)

二
月

日
杭
州
路
南
山
普
寧
寺
住
釈

道
安

題

速
成
就
院
寓
住
比
丘

道
盛
拝
書

信
海
校
畢

(

15)
『

大
智
度
論』

巻
第
十
九

(『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

所
収
。
№
二

六
七)

の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
伝
法
紫
智
華
沙
門
契
璋
等
謹
募
衆
縁
恭
為

今
上
皇
帝

太
皇
太
后

皇
太
后
祝
延
聖
寿
国
泰
民
安
開
鏤

大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函

元
祐
六
年

(

一
〇
九
一)

正
月

日
謹
題

住
北
華
厳
沙
門

方
蘭

謹
発
誠
心
恭
為
連
江
永
安
開
山
法
門
前
亡
後

化
�
土
地
大
王
并
真
君
大
王
等
神
�
当
院
開
山
前
後
住
持
和
尚
并
前
亡
後
化
及

土
地
興
聖
大
王
茄
藍
内
一
切
聖
衆
拾
銭
開
徳
字
函
第
九
巻

(

16)
『

根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
雑
事』

巻
第
三
十
一

(『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切

経
目
録』

所
収
。
№
三
六
一)

の
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

福
州
東
禅
等
覚
院
住
持
伝
法
紫
智
華
沙
門
契
璋
等
謹
募
衆
縁
恭
為

今
上
皇
帝

太
皇
太
后

皇
太
后
祝
延
聖
寿
国
泰
民
安
開
鏤

大
蔵
経
印
板
一
副
計
五
百
余
函

元
符
元
年

(

一
〇
九
八)

七
月

日
謹
題

同
巻
第
三
十
三
・
三
十
四
は
、
巻
第
三
十
一
と
同
じ
刊
記
で
あ
る
が
、
巻
第
三
十
五

か
ら
三
十
八
は
、
月
が

｢

八
月｣

と
あ
り
、
巻
第
三
十
九
は

｢

六
月｣

と
あ
る
。

(

17)
『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

の
№
五
八
三
か
ら
五
八
七
参
照
。

(

18)
『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

の
№
二
二
二
か
ら
二
二
六
参
照
。

(

19)
『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』

に
つ
い
て
は
、
牧
田
諦
亮
監
修
・
落
合
俊
典
編
集
七
寺
古

逸
経
典
研
究
叢
書
第
六
巻

『

中
国
・
日
本
経
典
疏
目
録』

(

大
東
出
版
社
、
一
九
九
八

年
二
月)

所
収
の
安
元
二
年

(

一
一
七
六)

に
書
写
さ
れ
た
七
寺
一
切
経
本

『

貞
元

新
定
釈
教
目
録』

巻
第
二
十
九
・
三
十
を
基
本
的
に
用
い
る
。
ま
た
、
同
目
録
の
論

考
に
つ
い
て
は
、
塚
本
善
隆

｢

日
本
に
遺
存
す
る
原
本

『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』｣

(

塚
本
善
隆
著
作
集
第
三
巻

『

中
国
中
世
仏
教
史
論
攷』

《
大
東
出
版
社
、
一
九
七
五

年
三
月
》
所
収
、
旧
稿
は
神
田
喜
一
郎
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会
編

『

神
田
喜
一
郎

還
暦
記
念
書
誌
学
論
集』

《
平
凡
社
、
一
九
五
七
年
三
月
》
に
所
収
さ
れ
て
い
る)

、

小
野
玄
妙

｢

貞
元
新
定
釈
教
目
録
の
入
蔵
録｣

(『

仏
書
解
説
大
辞
典』

別
巻
仏
教
経

典
総
論
第
三
部
第
四
章
八
節
《
大
東
出
版
社
、
一
九
三
六
年
二
月
》
所
収)

、
宮
林
昭

彦

｢『

貞
元
新
定
釈
教
目
録』

巻
第
二
十
九
・
巻
第
三
十
解
題｣

(

牧
田
諦
亮
監
修
・

落
合
俊
典
編
集
七
寺
古
逸
経
典
研
究
叢
書
第
六
巻

『

中
国
・
日
本
経
典
疏
目
録』

《
大

東
出
版
社
、
一
九
九
八
年
二
月
》
所
収)

を
参
照
。

(

20)

拙
稿

｢

松
尾
社
一
切
経
の
北
本
涅
槃
経
と
南
本
涅
槃
経
―
大
般
涅
槃
経
の
書
写
と

表
紙
の
改
装
を
め
ぐ
っ
て
―｣

(

立
正
大
学
史
学
会

『

立
正
史
学』

八
十
九
号

二
〇

〇
一
年
三
月)

参
照
。

(

21)

高
山
寺
旧
蔵

『

唐
本
一
切
経
目
録』

(『

昭
和
法
宝
綜
目
録』

第
二
巻
《
大
正
一
切

経
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
四
月
》
所
収
、
№
二
十
三)

参
照
。

(

22)

註
21
前
掲
書
所
収
。
奈
良
県
教
育
委
員
会
編

『

西
大
寺
所
蔵
元
版
一
切
経
調
査
報

告
書』

(

一
九
九
八
年
三
月)

等
参
考
。

(
23)

『

大
蔵
経
目
録』

(

註
21
前
掲
書
所
収)

、
水
原
堯
榮
編
高
野
山
学
志
第
二
篇

『

高
野

山
見
存
経
蔵
目
録』

(

森
江
書
房
、
一
九
三
一
年
一
〇
月)

、
高
野
山
文
化
財
保
存
会

編

『
高
麗
版
一
切
経
目
録』

(

一
九
六
四
年
五
月)

、『

高
麗
大
蔵
経』

第
八
巻
参
照
。

(

24)
『

大
日
本
史
料』

六
編
之
十
九
所
収
。

(

25)
『

大
日
本
史
料』

六
編
之
十
九
所
収
。

(

26)

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
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(
27)

註
１
前
掲
書
参
照
。

(

28)
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
よ
り
引
用
。

(

29)

衣
川
仁

｢

強
訴
考｣

(『

史
林』

第
八
十
五
巻
第
五
号
《
通
巻
四
三
五
号
》、
二
〇
〇

二
年
九
月)
に
よ
れ
ば
、
強
訴
に
つ
い
て
は
、
寺
院
の
恣
意
的
な
行
為
の
み
で
は
な

く
、
正
当
な
訴
訟
行
為
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(

30)

大
日
本
仏
教
全
書
第
一
一
一
冊

｢

伝
記
叢
書｣

第
三
所
収
。

(

31)

細
川
重
男
著

『

鎌
倉
北
条
氏
の
神
話
と
歴
史』

(

日
本
史
史
料
研
究
会
研
究
選
書
一)

第
四
章

｢

右
近
衛
大
将
源
惟
康
―
得
宗
専
制
政
治
の
論
理
―｣

(

日
本
史
史
料
研
究
会
、

二
〇
〇
七
年
一
〇
月)

参
照
。

(

32)
『

昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文』

(
日
蓮
教
学
研
究
所
編
、
身
延
山
久
遠
寺
発
行)

参

照
。
例
え
ば

『

四
条
金
吾
許
御
文』
に

｢
然
れ
は
百
王
の
頂
に
や
ど
ら
ん
と
誓
給
し

か
ど
も
、
人
王
八
十
一
代
安
徳
天
皇
・
二
代
隠
岐
法
皇
・
三
代
阿
波
・
四
代
佐
渡
・

五
代
東
一
条
等
の
五
人
の
国
王
の
頂
に
は
す
み
給
は
ず
、
諂
曲
の
人
の
頂
な
る
故
也
、

頼
朝
と
義
時
と
は
臣
下
な
れ
ど
も
其
頂
に
は
や
ど
り
給
ふ
、
正
直
な
る
故
歟｣

等
と

あ
る
。

(

33)

細
川
重
男
氏
は
、
註
31
前
掲
書
に
お
い
て
、『

太
山
寺
文
書』

所
収
の
元
弘
三
年

(

一
三
三
三)

二
月
二
十
一
日
付

｢

護
良
親
王
令
旨｣

と

『

熊
谷
家
文
書』

所
収
の
同

年
四
月
一
日
付

｢

護
良
親
王
令
旨｣

に

｢

伊
豆
国
在
庁
北
条
遠
江
前
司
時
政
之
子
孫

東
夷
等
、
承
久
以
来
、
採
四
海
於
掌
、
奉
蔑
如
朝
家
之
処｣

と
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

(

34)
『

建
武
式
目』

(

佐
藤
進
一
・
池
内
義
資
編

『

中
世
法
制
史
料
集』

《
岩
波
書
店
、
一

九
六
九
年
九
月
》
所
収)

よ
り
引
用
。

(

35)
『

古
簡
雑
纂』

一
所
収
の
文
保
三
年

(

一
三
一
九)

カ
付

｢

近
江
園
城
寺
学
頭
宿
老

等
申
状｣

(『

鎌
倉
遺
文』

三
十
五
巻
、
№
二
七
〇
一
二)

に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
る
。

(

前
略)

一

関
東
殊
不
可
被
棄
置
当
寺
事

右
、
武
家
与
当
寺
、
是
非
一
代
二
代
之
芳
契
、
殆
為
累
代
累
葉
之
佳
例
也
、
所

謂
、
予
州
前
門
奉
勅
宣
誅
〈
一
字
蠧
〉
朝
敵
之
時
・
以
三
男
義
光
奉
寺
明
神
氏

子
、
号
新
羅
三
郎
、
征
伐
無
道
、
帰
洛
如
思
、
右
大
将
家
御
遷
座
于
伊
豆
国
之

昔
、
律
成
房
日
胤
窃
参
候
彼
所
、
専
抽
懇
祈
、
望
以
平
相
国
之
衰
微
、
祈
以
源

将
軍
之
繁
昌
、
懇
切
之
至
、
慇
懃
之
余
、
参
篭
八
幡
宮
転
読
大
般
若
経
、
玄
応

不
定
、
素
願
速
成
、
源
家
遂
鎮
西
海
、
将
軍
独
治
一
天
之
間
、
以
伊
勢
国
山
田

御
厨
被
宛
行
于
其
賞
、
就
南
滝
院
師
跡
実
相
院
、
于
今
伝
領
相
承
、
已
及
数
代
、

其
上
当
寺
調
伏
之
間
、
平
家
漂
没
之
刻
、
若
狭
国
玉
置
庄
・
近
江
国
横
山
庄
、

寄
両
村
之
欠
所
、
為
一
門
之
寺
領
、
衆
徒
等
之
、
承
久
兵
乱
之
時
、
諸
寺
諸
山

悉
参
京
方
、
雖
奉
敵
于
関
東
、
園
城
寺
独
依
存
旧
好
、
可
向
勢
多
貢
御
瀬
之
由
、

雖
被
仰
下
、
辞
厳
密
勅
命
、
致
関
東
懇
祈
之
間
、
逆
鱗
之
余
、
天
下
如
叡
慮
落

居
之
者
、
最
前
以
寺
門
可
被
付
山
門
之
旨
、
雖
有
議
定
、
依
関
東
之
貴
運
、
全

寺
門
之
法
流
者
也
、
唐
院
霊
場
者
、
被
納
右
大
将
家
御
鬢
髪
之
上
、
武
州
禅
儀

奉
為

二
位
家
御
菩
提
、
一
切
経
論
五
千
余
巻
、
毎
巻
軸
加
署
判
、
被
納
経
蔵

畢
、
故
拾
此
道
場
論
談
決
択
之
床
上
、
偏
述
東
関
昌
栄
之
啓
白
、
転
経
誦
呪
之

壇
、
前
専
抽
中
府
主
誠
之
懇
丹
、
衆
徒
精
誠
、
不
緩
三
宝
之
冥
感
有
実
歟
、
百

□
不
動
法
・
長
日
大
般
若
経
者
、
毎
歳
末
令
進
覧
巻
数
、
云
恰
云
袷
、
有
忠
無

懈
、
勧
学
院
者
、
又
為
最
勝
園
寺
禅
儀
之
素
意
、
令
建
立
院
家
条
、
置
学
徒
、

致
長
日
不
退
談
義
円
、
満
寺
学
侶
群
集
、
瑩
十
乗
十
境
之
親
門
、
談
三
止
三
観

之
奥
旨
、
又
迎
毎
年
十
月
廿
六
日
、
点
三
ケ
日
勤
行
、
法
華
八
講
奉
資
彼
得
脱
、

凡

公
請
之
講
聴
出
自
此
室
、
卓
礫
于
他
門
、
学
道
之
僧
侶
練
習
此
砌
、
超
過

于
余
寺
、
無
双
之
興
隆
、
希
代
之
善
事
也
、
何
況
、
関
東
参
住
之
僧
侶
、
護
持

之
高
僧
、
代
々
皆
当
寺
之
賢
哲
、
流
々
多
我
寺
之
法
力
也
、
酬
其
加
持
之
故
、

武
館
逐
日
致
繁
昌
、
任
此
精
祈
之
故
、
柳
営
随
年
増
栄
運
、
凡
国
之
為
国
者
、

依
関
東
之
守
護
、
世
之
為
世
者
、
依
武
将
之
徳
政
、
祈
彼
安
全
之
寺
、
国
尤
可

被
賞
之
、
致
彼
護
持
之
所
世
、
殊
可
被
貴
者
歟
、
公
家
・
武
家
若
被
制
罰
魔
界

者
、
豈
可
令
弥
滅
精
舎
哉
、
而
於
京
都
者
已
被
棄
当
寺
、
於
関
東
者
、
尤
仰
徳

政
也
、
当
寺
全
不
好
嗷
訴
、
只
偏
祈
都
鄙
之
静
謐
、
凶
徒
頻
致
濫
悪
已
、
是
為

朝
家
之
怨
敵
者
乎
、
諸
国
之
狼
藉
、
�
弱
之
悪
党
、
猶
以
武
家
被
廻
退
治
之
遠

慮
、
況
於
悪
徒
之
謀
乱
者
、
已
為
仏
敵
、
又
為
法
敵
、
為
国
之
蠹
害
、
為
朝
之

犲
狼
、
厳
密
懲
嘯
、
依
何
可
令
停
滞
乎
、
実
被
廻
静
謐
之
賢
慮
之
日
、
盍
被
行
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永
退
治
之
法
乎
、

(

後
略)

(

36)
横
内
裕
人

｢

東
大
寺
の
再
生
と
重
源
の
勧
進
―
法
滅
の
超
克
―｣

(『

軍
記
と
語
り

物』

第
四
二
号
《
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
三
月
》)

参
照
。

(

37)

註
20
前
掲
書
拙
稿
、
お
よ
び
拙
稿

｢

松
尾
社
一
切
経

『

大
方
広
仏
華
厳
経』

(

六
十

華
厳)

の
書
写
・
校
合
・
改
装｣

(『

寺
院
史
研
究』

第
八
号
、《
寺
院
史
研
究
会

二

〇
〇
四
年
八
月
》)
参
照
。
ち
な
み
に

『

大
方
広
仏
華
厳
経』

(

六
十
華
厳)

の
書
写

担
当
者
は
、
酉
詣
、
範
快
、
中
原
雅
遠
の
三
人
で
あ
る
。
彼
ら
の
分
担
は
、
第
一
帙

分

(

巻
第
一
〜
十)

と
第
四
帙
分

(

巻
第
三
十
一
〜
四
十)

が
酉
詣
、
第
二
帙
分

(

巻
第
十
一
〜
二
十)

と
第
五
帙
分

(

巻
第
四
十
一
〜
五
十)

が
範
快
、
第
三
帙
分

(

巻
第
二
十
一
〜
三
十)

と
第
六
帙
分

(
巻
第
五
十
一
〜
六
十)

が
中
原
雅
遠
と
な
っ

て
い
る
。

(

38)
『

尾
張
史
料
七
寺
一
切
経
目
録』

(

七
寺
一
切
経
保
存
会
、
一
九
六
八
年
三
月)

の

一
七
三
頁

(

図
版
６)

お
よ
び
一
九
一
・
二
頁
参
照
。

(

39)

研
究
代
表
者
上
山
春
平
氏

『

金
剛
峯
寺
蔵
中
尊
寺
経
を
中
心
と
し
た
中
尊
寺
経
に

関
す
る
総
合
的
研
究』

(

昭
和
63
年
度
・
平
成
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
《
総
合
研

究
Ａ
》
研
究
成
果
報
告
書
《
研
究
課
題
番
号
六
三
三
〇
一
〇
一
二
》、
一
九
九
〇
年

二
月)

参
照
。
ま
た

『

高
野
山
見
存
経
蔵
目
録』
(

註
23
前
掲
書)
参
考
。

(

40)

註
３
前
掲
書
所
収
。

(

41)
『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

の
№
一
か
ら
七
参
照
。
例
え
ば
、『
大
般

若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
一
百
十
一
の
奥
書
に
は

｢

霊
亀
山
天
龍
寺
資
聖
禅
寺
寓
居
比

丘

知
汕
謹
拝
書
／
同
一
校
了
、
／
単
況
再
校
了｣

と
あ
る
。

(

42)
『

三
井
寺
所
蔵
足
利
尊
氏
一
切
経
目
録』

の
№
七
八
か
ら
八
五
参
照
。
例
え
ば
、

『

大
般
若
波
羅
蜜
多
経』

巻
第
四
百
五
十
二
の
奥
書
に
は

｢

大
覚
寺
寓
住
比
丘

円
月

敬
白
／
円
月
一
校
了
、｣

と
あ
る
。

(

43)

註
12
前
掲
石
田
氏
論
考
お
よ
び
註
１
前
掲
島
谷
氏
論
考
参
照
。

(

44)

奥
書
に
見
ら
れ
る
桓
豪
・
桓
覚
・
桓
恵
等
は
、『

華
頂
要
略』

巻
第
三
十
三

｢

門
下

伝
脇
門
跡
第
五｣

(

天
台
宗
全
書
第
一
巻
所
収)

に
院
主
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

(

45)

註
12
前
掲
石
田
氏
論
考
お
よ
び
註
１
前
掲
島
谷
氏
論
考
に
お
い
て
も
律
宗
寺
院
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
誤
り
が
あ
る
の
で
、
大
塚
紀
弘

｢

中
世
都
市
京
都
の
律
家｣

(『

寺
院
史
研
究』

第
一
〇
号
《
寺
院
史
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
五
月
》)

に
掲
載
さ
れ

た
表

｢

中
世
京
都
の
律
院｣

に
基
づ
き
修
正
し
た
。

(

46)
『

夢
窓
国
師
語
録』

に
所
収
さ
れ
た

｢

天
龍
寺
覚
皇
宝
殿
慶
賛
陞
座｣

に
は
、
安
国

寺
・
利
生
塔
発
願
の
経
緯
を
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

乃
奉
聖
旨
於
榑
桑
国
中
、
毎
州
建
立
一
寺
一
塔
、
普
為
元
弘
以
来
戦
死
傷
亡
一

切
魂
儀
、
資
薦
覚
路
、
又
暦
応
年
中
、
特
立
叡
願
、
革
此
皇
宮
以
作
梵
苑
、
奉

為
先
皇
厳
飾
寂
場
、

(

47)

特
に
松
尾
剛
次
著

『

日
本
中
世
の
禅
と
律』

(

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月)

第
五
章

｢

諸
国
安
国
寺
考
―
成
立
時
期
を
め
ぐ
っ
て｣

(

初
出
は
、『

山
形
大
学
歴
史
・

地
理
・
人
類
学
論
集』

第
三
号
《
山
形
大
学
歴
史
・
地
理
・
人
類
学
研
究
会
、
二
〇

〇
二
年
三
月
》)

を
参
照
。

(

48)

西
山
美
香
著

『

武
家
政
権
と
禅
宗
―
夢
窓
疎
石
を
中
心
に』

(

笠
間
書
院
、
二
〇
〇

四
年
四
月)

一
部

｢

初
期
室
町
政
権
と
夢
窓
疎
石｣

参
照
。

(

49)
『

大
日
本
史
料』

六
編
之
五

『

法
観
雑
記』

(

六
二
〜
五
頁)

所
収
。

(

50)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、｢

中
世
生
身
信
仰
と
物
部
守
屋
伝
承
―
聖
者
と
仏
敵
の
再
生
―｣

と
題
し
て
、
二
〇
〇
四
年
十
一
月
に
第
一
〇
二
回
史
学
会
大
会
に
お
い
て
報
告
し
た
。

(

51)

野
沢
佳
美

｢

天
海
版
大
蔵
経
の
底
本
に
関
す
る
諸
説
の
再
検
討｣

(『

立
正
史
学』

第
七
七
号
、《
立
正
大
学
史
学
会
、
一
九
九
五
年
》)

参
照
。

( ) 足利尊氏発願一切経考 (生駒)47
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